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　今日のお題は「笑いはこころのビタミン剤」。もちろん健康のため

には食べるということ、何をどう食べるかが一番大事ですけど、実は

笑いというのがどれだけ大事かというお話です。

　このあいだ、ある結婚披露宴でお医者さんと同席しまして、その方

がおっしゃるには、「高齢者にとって大事なことは教養と教育です」

と言わはるんです。そういえば私の同級生も、英語教室へ行ってるん

です。べつに英語を使うわけでもない言うんで、「何のために？　脳

の活性化のためによろしいんか」と聞いたら、「違う」と。そのお医者

さんも、「年いったら、いかにわがままに好きなように生きるかが大

事。それが教養と教育」とおっしゃるんです。そりゃどういう事なんか

と詳しく聞いたら、こうなんですわ。

　昔の年寄りは娘や息子夫婦に頼まれて、よう子供を預かった言う

んです。確かにそうでしたな。「ちょっとお父ちゃん、お母ちゃん、子

供預かっといて、私ら映画行くから 」とか言われて、「ほんなら行っ

といで～」というわけで、家の中でじーっと孫の面倒見ておったんで

す。ところがお医者さんいわく、これからはそんな、いいように使われ

てじっとしてたら、長生きせいへんと。もしも息子や娘から、「ちょっ

と子供見といてんか」と言われたらこう答えなさい言わはった。「あ

かん。今日は用がある」。これが「きょう よう 」。「えー？　今日、用あ

んの？　何の用？」って言われたら、「行くとこあんねん。今日、行く

とこある」。これが「きょう いく」。

　いかにわがままに生きるか。それが大事らしいですね。しかしわ

がままに生きるいうことは、それなりの決心も要るんです。私も68

歳の時、周囲の反対を押し切って文枝を襲名しようと決意いたしま

して、68歳ですよ。普通は40代で襲名しまして、その名前で行くん

です。これがどれだけ大変なことか…。47年間、皆さんに桂三枝を

ごひいきいただいたわけですから、それを変えるいうのは、これは

もう富士通の名前を変えるとか、看板を変えるとかそういうふうな

ことなんです。嫁はんも反対しました。「何考えてんの。仕事なくなっ

たらどないすんの。そんなもん絶対うまいこといきへん。今まで三枝

で来てるのに、大変やがな」。周りはみんな反対しましたけども、私

はわがままを通して69歳のときに文枝を襲名いたしました。襲名披

露公演で 1 年 8か月かけて日本全国まわりまして、もちろん北海道も

訪れました。パリにも行きましたし。それが70歳になって、今年の 7

月で71歳になって、かれこれ2年3か月です。これはしんどかったでっ

せ。襲名やめといたらよかったかな思うこともありましたが、頑張り

ました。それでこのあいだ道歩いてて、ご夫婦から、「 いや、三枝さん

や。うれしいわー、いつも見てます。握手して～、三枝さん」って。そし

たらご主人の方が「あほ、お前。三枝さんちゃうがな。襲名しはって、

六代桂…」。ここまでは良かったんです。ところが「六代桂…、ええと

なんでしたっしゃろ、三枝さん 」。もぉ、なんのための2年3か月やっ

たんかな、ほんまにと思いました。ちなみに、文枝という名前は、私

が六代目なんですが、六代目文枝とは言わないんです。我々の世界で

は、生きてるうちは「目 」が入らないんです。師匠は亡くなって五代目

文枝で、当代であれば六代文枝と言います。

　そんなこんなで頑張ってきた甲斐ありまして、この頃やっと文枝と

いう名前が浸透してきたようでございます。先日も私が信号を渡ろう

と待っていたら、小学校5、6年生やったと思いますが、つかつかと寄っ

てきて。「文枝や、文枝。なあ文枝、いつも見てんで『 新婚さんいらっ

しゃい！』。イスからこけてケガしなや。年考えてやりや。暑い日が続く

から、まめに水分とりや」って。

　ほんまこの子が言うてくれたように、年とったら健康に気をつけな

いとあきません。特に私ら噺家は自分が動けないと商売できません。

「新婚さんいらっしゃい！」も44年ずっと元気にやらせていただいてお

ります。一人の司会者がやってる番組ということでは日本で一番長寿

の番組ということですが、よく「イスからこけるの、もうやめといたら

どうですか」とも言われるんです。ですけどここだけの話、イスからこ

けるのは皆さんが思ってるほど大したことじゃないんです。イスから

こけて起き上がるほうが大変なんです。
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　しかし私も71歳ですから、気になってくることもありまして。それは

嫁はんから、「あんたこの頃、耳遠くなったんちゃうか」言われたん

です。これは非常にショックでしてね。司会者が「 は？　何ですか？

もういっぺん 」言うたらリズム良くないですからね。当意即妙にさっ

と答えないと番組というのはうまくいかないんです。だからある人に

相談したんです。そしたら、「なんでも前向き考えなくちゃアカンで。

耳遠くなったけどトイレ近こうなった。食欲は落ちても血圧は上がっ

とるから、ええやないか。ちゃんとバランスようできてるんや、人間の

体は」って。バカバカしいけど、なんか笑えますでしょ。長生きできそ

うな話です。

　これもお医者さんから聞いた話で、笑いというのはNK（Natural 

Killer）細胞を活性化するそうで、実験を重ねて、このNK細胞が活発

になるとがん細胞を抑えてくれることがわかってきたそうなんです。

ですから、笑いというのは非常に体にいい。心から、腹から笑うとい

うのが大事なんだそうです。心の底からです。今日のこの会場は男性

の方が多いようですけども、男性の方はそういうの苦手なんですね、

わーっと笑うのが。

　その点、女の人は上手なんです。笑う、泣く、そういう感情をストレー

トに出しますから。それが100歳まで生きるコツなんやそうです。女の

人はそれができるから、全国5万8000人いてはる100歳以上の方の8

割は女性だといいます。ふーん、なるほどって思いますよね。ところが

まじめに聞いて損しました。「先生、ほんまでっか？」。「そうなんや、

笑って泣くことが100歳まで生きるというのは数字が証明してる」。ど

ういうことや言うたら、ハハハと笑って「 八八（ハッパ）六十四、シク

シク泣いて四九（シク）三十六 、六十四と三十六で百や」と。

　大阪の医者は、あんまり信用せんほうがええかな思いましたけど、

笑いは脳を活性化してくれるいうことは間違いなさそうです。だから

皆さんも、大阪へ足をお運びいただくと元気で長生きできるかもし

れません。とにかく大阪の人間は、笑いに対して大変敏感で、いつも

人を笑わす、みんなの笑いを取ることを考えてるんです。そんなわけ

で、我々よりもオモロイ人がぎょうさん居はって、私も正直言って、大阪

におると疲れるんです。

　実は昨日も札幌の寿司屋さん行きましたけど。好きなんですね、

お寿司も、お寿司屋さんの雰囲気も。とくに銀座や六本木なんかで

すと、大将の雰囲気も、ちょっと粋やないですか。「何にしやしょう」、

「コハダもらおうかな」。「へい、コハダですね。とり貝どうだい？」、

こんな感じです。ところが大阪だと違いますね。先日も天満の寿司屋

へ入りましてね、「いらっしゃい。なんにしまひょ」、「なに、握ってもら

おか…」。「とりあえず、手でも握りまひょか」。もう、寿司屋のおっさん

も、どこで笑いを取ってやろか構えてますからね、おもろいんですね。

　そんな具合に大阪の人いうのは、おもろいこと言って笑わすことに

生きがい感じてるんです。それは大阪のおっちゃん、おばちゃんだか

らできることで、難しいちゃうんかなとお思いでしょうが、笑いのネタ

いうのは身の回りにいっぱい転がってるんです。人を笑わせようとネ

タを探したり、頭働かせることが、脳を活性化させて健康にもええん

です。で、大阪はですね、そういうネタが、病院に行ってもいっぱい転

がっている。病院といえば陰気なところですよ。暗いところです。とこ

ろが大阪の病院はちゃうんです。

　先日ちょっと腰が痛くなって病院行ったんです。移動が続いたも

んですからね。そしたら先生が「あ、疲れが腰に来ているから、点滴

打っときましょう 」って打ってもろたんです。点滴打ち終わるまで小

一時間、ベッドに横になって、カーテンをシャーッと閉められまして

ね。そしたらご高齢の男性の方が奥さんに連れられてやってきはっ

た。「早うしい、何しよん、早う座って。ほらお腹の調子が悪いんやろ、

先生に診てもらい」って、もうボロクソなんです。私も気になってカー

テンの隙間からそーっと様子うかがっていたんです。そしたら先生も

気を使って、「まあまあ奥さん。で、ご主人お腹の調子が悪いんです

ね。食欲はありますか」って。そしたらご主人、こう言わはったんです。

私、ベッドから転げ落ちそうになりました。「食欲ですか？　はい、

おかずによります」って。

　今日は健康のために、皆さんに笑っていただきました。NK細胞が

少し活発になったんじゃないでしょうか。今日来られていない方より

は、たぶん…、長生きできると思います。

　最後に私の健康法を。先ほども、健康のためには何をどう食べる

かが大事と申し上げましたが、ある方から、「朝起きたなら、何を一

番先に胃に入れるかということが大事なんですよ、文枝さん」と言わ

れましてね。私は毎朝30種類の野菜をジュースにして飲むことにし

たんです。でも、『1日分の野菜何十種入り、激安…』いう野菜ジュー

スを飲んでいるからそんなに難しいことじゃありません。その後なん

です。腕立て50回、それから腹筋50回……。これがいいと言うんです

が、やっぱり大変ですので、私の体操としては、背筋を伸ばす。これを

1日6回。隙間時間でやったらいいんですよ。

　そして、歩くこと。足は第2の心臓といいまして、こういう川柳があり

ました。「万歩計　半分以上　探し物」「体調が　よいので医者を

はしごする」「いびきより 静かなほうが 気にかかる」。私は1日1万

歩歩いております。歩くまでが大変です。帽子どこいったかな。ケー

タイ、ケータイ。倒れたときに救急車呼ばないかんから、ケータイ。そ

れから眼鏡。それから帽子、帽子……ふっと見たら、もうそれだけで

1000歩近くも歩いてました。そやから、本当に笑うことももちろん大

事ですけども、体を鍛えることも大事でございます。男性の平均寿命

が80.21歳となりましたから、ひとつ皆さんも平均寿命まではお元気

に、それを超えて頑張ってください。笑って、健康にお過ごしいただき

たいと思います。

身近に転がる笑いのネタを探して、
元気に長生きを

シルバー川柳に笑い、
探しもので歩きまわって長寿を全う
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